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ねじれ振り子型重力波検出器 TOBA (TOrsion-Bar Antenna) は、0.1 Hz-10 Hzの重力波に
高い感度を持つ地上の重力波検出器である。TOBA の構成を図 1 に示す。水平に懸架した
2本の棒状試験マスの差動回転として重力波を検出する。10 mスケールのねじれ振り子で
は、0.1 Hz において 10-19 /√Hz の感度を持つことができ、中間質量ブラックホール連星合
体、背景重力波、重力勾配雑音などを検出することができる。 
現在、雑音低減技術の確立に向けて、35 cmのねじれ振り子を用いたプロトタイプ検出器

Phase-III TOBAの開発を進めている。Phase-III TOBAの設計感度は、0.1 Hzにおいて 10-15 
/√Hzである。Phase-III TOBAは低温(4 K)で運転する予定であるが、その前段階として常温
ねじれ振り子を設計・開発中である。本講演では、TOBAの原理と Phase-III TOBAの開発
の現状を報告する予定である。 

図 1: TOBAの構成。 
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